
２０１５年１月１日 初詣礼拝                     
 

司  会        ①川田英夫兄    ②三畑元長老     

 

奏  楽 

祈  祷 

  賛  美  聖歌４８０番 「輝く日を仰ぐとき」 

          （感謝しつつ主の門に）（注ぎたまえ主よ！） 

   ヤベツの祈り 

 

聖  書               詩篇１０３篇１～５節   （Ｐ８３８） 

                                                                                                                            

音  楽                                                 佐佐木ジョシュア師 

     

メッセージ    「感謝は、魔法のことば」     大川従道牧師 

                                                                                                                                                                                              

賛  美         「新しき地に」  （聖歌５８４番・献金） 
頌  栄       「栄光ある主のみ名」    アーメン 
祝   祷                     

②日本舞踊・奥野真弓姉     
                          

【大和ニュース】  

☆  謹賀新年！今年もどうそよろしく！ 主の祝福を心からお祈りします。 

  「創（はじ）めることを忘れない限り、人は老いない」（マルチン・ブーバー） 

 

・ 本日の演歌賛美（佐佐木師）、日本舞踊（奥野姉）に心から感謝します。 

 

*  「新年祈祷聖会」は、３日（土）夕方５時～６時半。説教は大川牧師、 

独唱はオカムラ宣教師。「Go and Pray to your Father who is in Secret.」（マタイ６の６） 

                    大和駅からの無料送迎バスは４：２０、４：３５、４：５０ｐｍ。 

・ 来週の「新年礼拝」には、村上宣道先生が来られます（第３のみ）。独唱は西田姉。 

☆    ただ今好評発売中。①武井博著「ぶどうの木につながれて」、②大川従道著「非ま

じめ牧師の説教集」、③ジョン・バニヤン著「天路歴程」、④中野めい子著「主の前

で踊る」、⑤ビル・ジョンソン著「ここに天国が来る」（小、中、高、学、青版） 
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石の枕  
  

明けましておめでとうございます。 

 今年の標語も、何ヶ月間も祈って与えられた聖句です。壁に掲げて、み言葉 

を味わい、墨字の美しさを堪能（たんのう）なさってください。そして、詩篇 

１０３篇を音読したり、書写したりなさってください。 

 ついでに１５０篇までいっきに読まれると、「ほめたたえる」とか、「賛美 

する」とか「感謝する」とかが、深く理解され、喜びにあふれます。 

 またリビングバイブル訳も、頭にスカットきます。詩篇１０３の１～５。 

  私は心から神様をたたえます。 

  今までにいただいた祝福を、決して忘れません。 

  神様は私の罪をみな赦し、病気を治してくださいます。 

  地獄行きの身を身受けし、恵みとやさしい思いやりで包んでくださいます。 

  私の一生は祝福でおおわれ、鷲のように若返ります。・・・・・・最高ですね！ 

 

 中谷彰宏・堀場雅夫共著『おもしろおかしく』（Ｊｏｙ ａｎｄ Ｆｕｎ）の中谷メモ。 

 私は、仲のいいレストラン店主に、「作家で食べていけなくなったら、ここ 

で雇ってもらうから」と言っている。このレストランは成長するというのがわ 

かっているから、最初はタダで皿洗いをさせてもらう。タダ働きを断る店長は 

いない。皿洗いで入っても賄いはあるし、そこでみんなと友達になる。 

 そのうち皿洗いにしておくのはもったいないと、店に出るようになる。「ウ 

エイターにしますね」。ウェイターから店長になって、役員になる。 

 自信のある人は、絶対ここで自分に給料を払いたくなるようにさせてみせる 

と自信を持っているものである。 

 会社でも上の人間は、雑用を完璧にこなす人に雑用をまかせておかない。 

 雑用をやりたくないと思っている人は、雑用に手を抜く。「雑用すらできな 

いのに、本業ができるはずがありませんね」・・・「雑用を、完璧にこなそう！！」 

 ＊渡辺和子さんの本に「雑用を聖務にしてしまおう」というような言葉があ 

ったかと思う。青学の夜間に通い、日航の国際線でバイトをし、本業は牧師の 

時代があった。ある日、正式採用をしたいと言われたが、丁寧におことわりをした

ことを想い出した。 

 「小事に忠なる者は、大事にも忠」は、聖書のことば。主は見ておられる。小さ

なことにも感謝する習慣をつけましょう。昇級？まちがいなし！！。 

 


